
「
み
よ
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」の
ご
案
内

【
配
信
す
る
主
な
内
容
】

○
防
災
情
報

　

●
災
害
時
の
避
難
情
報

　

●
浅
間
山
の
火
山
防
災
情
報

　

●
そ
の
他
災
害
情
報

○
安
心
・
安
全
情
報

　

●
防
犯
・
交
通
安
全
情
報

　

●
行
方
不
明
者
に
関
す
る
情
報

　

●
火
災
情
報

○
そ
の
他（
行
政
情
報
な
ど
）

　

● 

町
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
の

お
知
ら
せ

○
気
象
情
報

　

● 

町
に
発
表
さ
れ
た
各
種
警
報

お
よ
び
霜
注
意
報

○
地
震
情
報

　

● 
町
に
震
度
３
以
上
の
地
震
が

発
生
し
た
際
の
地
震
情
報

【
登
録
方
法
】

① 

指
定
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

（m
iyota@

pasm
ail.jp

）

※ 

２
次
元
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
る

携
帯
電
話
な
ど
を
お
使
い
の
場

合
は
、
次
の
２
次
元
コ
ー
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

② 

し
ば
ら
く
す
る
と
、
登
録
用
Ｕ

Ｒ
Ｌ
が
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
。

メ
ー
ル
本
文
の

中
に
あ
る
登
録

用
サ
イ
ト
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

③ 

希
望
す
る
配
信
情
報
や
お
住
ま

い
の
地
区
を
選
択
し
、
内
容
確

認
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

④ 

確
認
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
問
題
が
な
け
れ
ば
、
登
録

ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤ 

利
用
規
約
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

問
題
な
け
れ
ば「
同
意
し
ま
す
」

ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

【
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
し
て
い
る
場
合
】

　

登
録
作
業
の
前
に
次
の
ド
メ
イ

ン
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
設
定
を

し
て
く
だ
さ
い
。

（@
pasm

ail.jp
）

※ 

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
の
設
定
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
ご
利
用
の
携

帯
電
話
会
社
な
ど
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
主
な
注
意
事
項
】

● 

本
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
は
無
料
で

す
が
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
は
登

録
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

● 

通
信
機
器
の
状
態
や
障
害
発
生

な
ど
に
よ
り
、
メ
ー
ル
の
未
着

や
遅
配
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
一
切
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

● 

配
信
情
報
に
関
し
て
の
お
問
い

合
わ
せ
に
は
対
応
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

● 

受
信
し
た
メ
ー
ル
か
ら
返
信
さ

れ
て
も
、
役
場
に
メ
ー
ル
は
届

き
ま
せ
ん
。

● 

配
信
さ
れ
た
情
報
に
よ
り
発
生

し
た
ト
ラ
ブ
ル
、
不
利
益
、
損

害
に
関
し
て
一
切
の
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
。

● 

障
害
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
の
た
め
、
事
前
に

通
知
す
る
こ
と
な
く
サ
ー
ビ
ス

を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
】

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
次
の
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
パ
ス
カ
ル

オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

 

０
２
６
７（
66
）１
３
８
３

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
情
報
係（
内
線
29
）

表示例

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
を
補
完
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て「
み
よ

た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
放
送
内
容
を
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
皆
さ
ま
の

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
配
信
す
る
も
の
で
す
。

　
「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
昭
和
63
年
か
ら

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
御
代
田
町

で
は
平
成
７
年
に
導
入
し
て
以
来
、

皆
さ
ま
に
は
ご
利
用
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

回
線
な
ど
を
利
用
し
た
情
報
提
供

手
段
の
多
様
化
に
よ
り
、「
オ
フ

ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
」の
加
入
者

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、
平

成
27
年
２
月
28
日
を
も
っ
て
オ
フ

ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
、

終
了
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
こ
れ
に
替
わ
る
情
報
提

供
手
段
に
つ
い
て
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
行
政
無
線
、

Ｆ
Ｍ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
媒
体
を

利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
は
実
施
し
な
い
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課
防
災
情
報
係

 

（
内
線
26
・
68
）

　

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

 

局
番
な
し（
１
１
６
）

　

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

 

（
０
１
２
０
）１
１
６
０
０
０

平
成
27
年
２
月
に

「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
」

が
終
了
し
ま
す
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御
代
田 

連
絡
先　
佐
久
広
域
連
合
御
代
田
消
防
署（
32
）０
１
１
９

毎年、野焼きなどによる火災が大変多く発生しています。
風の強い日や、乾燥している時は野焼きは控えてください。
また野焼きを行う時は消防署に届け出てください。

■原因・中毒になる状況
　排ガスが充満した車内
　屋内での木炭コンロの使用 
　ガス湯沸かし器の不完全燃焼 
　ガスストーブ、燃焼器具の不具合

■症状・後遺症
　軽症の場合
　　●初期症状が風邪に似ている。（頭痛・耳鳴・めまい・嘔気）
　　●意識はあるが徐々に体の自由が利かなくなる。
　　※風邪の症状に似ているため一酸化炭素への対処が遅れる。
　重症の場合
　　●自覚症状を覚えることなく急速に昏睡に陥る。
　　●呼吸や心機能が抑制されて死に至る。

■予防
　●換気を十分に行うこと。
　●十分な換気ができない場所ではエンジンをかけたり、火気を使用しないこと。
　●年式の古いガス燃焼機器や、石油燃焼機器はできるだけ使用しないこと。
　●居住エリアとつながっているガレージでの車のアイドリングは避けること。
　●一酸化炭素（ＣＯ）検知器をつけること。

■治療・応急処置
　●救出する側は、共倒れする危険がある。タオル等で口・鼻を覆い息を止めて部屋の換気を行う。
　●軽症であっても必ず医療機関を受診する。

ごみの焼却は法律により禁止されています。
家庭や社会から出たごみなどは種類にかかわらず、自宅や畑などで野外焼却を行うことは
できません。
ただし、病害虫のついた木の枝の焼却、たき火等の日常生活を営むための軽微な焼却は、例
外的に野外焼却が認められる場合があります。

ご注意ください

一酸化炭素中毒に注意

？一酸化炭素？

●無色・無臭で感知しにくい気体
●毒性は強力
●気付かないうちに充満する

煙草の煙にも一酸化炭素が含まれて
います。
そのため喫煙すると酸欠状態になり、
頭がくらくらします。しかし、吸引量
が少ないので事故には至らないのです。

（23） みよた広報 やまゆり4月号


